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場所誘因型検出後すべての
位置情報付き発言

可視化アプリケーション例

場所誘因型位置情報付き発言の検出・分類・可視化
場所誘因型位置情報付き発言を用いた，実世界イベ
ントの検出

研究目的

定義

以上の 2項目を満たす発言を
「場所誘因型位置情報付き発言」と定義する

場所，時間，内容など
例：午後6時より○○球場で野球の試合が開催予定

複数の属性で定義

例：野球の試合は雨で延期になった
例：国道 1号線は事故の影響で渋滞が伸びている

属性は常に変化する可能性

ソーシャルメディアは，常に変化する実世界イベ
ントの情報を取得する対象として有用
特に位置情報が含まれる発言が重要
→ イベント発生場所の正確な特定に不可欠なため

リアルタイムな情報取得が必要

実世界イベントの検出と可視化

位置情報メタデータを含む
発言内容が位置情報と関係している

ノイズ

場所誘因型位置情報付き発言

内容が場所と
関係している

内容が場所と
関係していない

課題：ノイズの除去

実世界イベント

○○レストランで食事中
パスタが美味しい！

雨が降りそうな雲行きだ･･･

六本木ヒルズなう

@utadahikaru おはよう～！

昨晩のアニメ見逃したー＞＜

有用な発言

有用でない発言

近年，ソーシャルメディアの普及により，位置情報を含んだ発言や写真が手軽に共有されるようになりました．それらの
発言から，実世界のイベントや未知の社会現象などを推定する研究が多く行われています．
しかし，付加された位置情報と関係の無い内容の発言が多く，解析の際に悪影響を及ぼすノイズとなります．本研究の目
的は，そのようなノイズを除去し，実世界イベントの解析を実現することです．現在の場所で起きた出来事・状況などに
誘因された位置情報付き発言を「場所誘因型位置情報付き発言」と定義し，その検出と可視化を行います．

本研究の一部は , 独立行政法人情報通信研究機構 (NICT) の委託研究および 
NTT ドコモ共同研究プロジェクトとして行われたものです

場所誘因型位置情報付き発言の検出と可視化


